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JAPAN OPTIMIST
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	報 告 者 氏 名
	西澤　直人

	大 会 名
	IODA　World　Championship　2012

	開 催 地
	ドミニカ共和国　ボカチカ

	大 会 期 間
	24年7月15日〜7月26日


	開催地域の様子
	現地の治安情報を外務省のホームページで確認して行きましたが、移動中の街の様子をみると治安の悪い印象は拭えませんでした。ホテル、ハーバーの警備は良かったです。ホテルからハーバーまでシャトルバスで移動。ハーバーまでの距離は10分程度。ハーバーからの眺めは最高でした。

	宿泊場所
	ホテルの部屋は想像していたよりも綺麗でした。
ただ、部屋のカードキーが開かなくなったり、エアコンが故障していたり、シャワーの出が悪かったり、

設備の古さは感じました。修理の対応も良くなかったようですが…対応させていました。さすがでした(笑)

ネットの環境が悪く日本と連絡を取ることが難しかった。

	大会の対応は
	受付、計測、艇置き場、セール置き場など、とても整理されてよかったと思います。出艇の時も船台を上げてもらえてとてもスムーズでした。スロープでの船台の上げ方も日々進化していました。

レース運営では、レースが出来る状況にありながらスピーディーでなく、たくさんのコーチから苦情が出ていました。スタート予刻時間変更の掲示がなかった時もあり、不備が少し目立ちました。

	選手たちの

 コンディションは？


	移動時間が長く、時差があるために選手たちのコンディションが気になりましたが、大きく体調を壊した選手はいませんでした。選手達は自分自身の体調管理をしっかりやっていたように思います。

気温が高いため水分補給をこまめにしていたし、食事もしっかり摂っていた。コーチがメリハリのあるコミュニケーションをとってくれていたので、選手たちはリラックスしてレースに挑めたと思います。

	役員として気をつけたことは？
	選手の体調管理やチャーター艇のマストステップ・マスト・フォイルなどの増し締めなど、選手がチェックしたあと海でアクシデントがないように確認をしました。

	海外の選手を見て感じたことは？


	いい意味で自由・奔放。自分の主張ははっきり言うが、順番は守らないし、粗暴な感じで子供らしかった。

国によって出艇時の艇の扱い方に工夫があり勉強になった。

出艇でスムーズに出て行く選手は、よく練習しているのがうかがえた。

	日本の選手を見て感じたことは？
	日本の選手は、礼儀はもちろんのこと、レースに対する心がけ、ＯＮ・ＯＦＦの気持ちの切り替えなど、どれをとっても素晴らしいと感じさせられた。

	Spare dayの過ごし方は？
	サントドミンゴ市内をチャーターバスで観光した。駆け足で、有名な観光地を回った(笑)

帰り道に中華街へ寄って中華料理を食べたが、涙が出るほど美味しかった(笑)

レストランの食事が美味しくなかったわけではないが、同じような味で飽きていたのだと思いますが…

	日本チームとして

の課題
	ナショナルチームに選ばれるのが目的でなく、大会で勝つことを目的に国内で練習をしてレースをする。

海外の速い選手のセーリングと自分のセーリングの同じところ、違うところを見つける分析力を養う。

	ＪＯＤＡへの要望
	選考会合宿の日程を増やしてほしい。その日程に1回でいいので、海外の速い選手とのクリニックを開催してほしい。

	その他
	JODAの皆さまをはじめ、ご尽力頂きました皆様方、ありがとうございました。


ご協力ありがとうございました　　　　　　　　　ＪＯＤＡ海外派遣委員会

